




目的 

昭和 58 年度には、臨床所見による川崎病冠状動脈病変を早期発見(14 病日)するための参

考基準を報告した。昭和 59 年度はさらに早期の予測が可能な基準について検討したので報

告する。 

まとめ 

川崎病の発症 10 病日以内では、上記の 4項目の参考基準の内 2項目を有するものでは冠状

動脈病変の合併が疑われ、とくに 3項目以上を有するものではその合併が強く疑われた。

したがって、上記の基準は病初期の治療および管理に役立つと思われる。 


